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困ったときはひとりで悩まず、
ご相談ください
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問消費生活センター
　 （25）8106

垣谷美雨 / 著

『老後の資金がありません』（中央公論新社）

今月のおすすめ

見栄で膨れた葬式費用、姑のケアマ
ンション代。老後資金はみるみるう
ちに減っていき、派手婚をした娘に
は DV を受けている疑惑が。息つ
く間もなく積み重なるトラブルに主
婦の篤子が立ち向かう！

催し物の詳しい内
容は各図書館のチ
ラシやホームペー
ジ を ご 覧 く だ さ
い。

開館時間 電話番号 11 月の休館日 11 月のおはなし会
今津図書館 10 時～ 19 時（土は 21 時） （２２）３８２７ 水・木曜日 11 日日、27 日火
安曇川図書館 10 時～ 19 時（金は 21 時） （３２）４７１１

月・火曜日

4 日日、18 日日
マキノ図書館

10 時～ 18 時

（２７）０３５０ 17 日土
朽木図書サロン （３８）２３２４ 17 日土
新旭図書室 （２５）２８１１ 8 日木、17 日土
高島図書室 （３６）２１６０ 17 日土

催し物のお知らせ11月
○エントランス展示
　「雅～みやび」( トールペイント）
　出展：アトリエ・フローレンス
　　　　蘒

はぎはら
原 惠美子氏

　期間：２日金～ 30 日金開館時間中

今津図書館

○かけはし
　「金曜午後の朗読会」
　日時：９日金 14 時～ 15 時

雑誌のリサイクル･･･11月3日（土）から各図書館（室）で保存期限の過ぎた雑誌の一部をお譲りします。お立ち寄りください。

　平成 30 年度地域史講座
　会場：今津図書館　視聴覚室
　① 18 日日 10 時 30 分～ 　
　「高島の繊維工業について～高島ちぢみと帆布」
　　講師：高島市役所　商工振興課　主査　上原 一晃
　② 25 日日 14 時～ 
　「山と人の風景史～ムラの先輩から聞いたホトラ山の話」
　　講師：ＮＰＯ法人麻生里山センター　センター長　海老澤 秀夫氏
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　当日は、市内の 23 事業者 36 人にご協力い
ただきました。１年生２１８人は、参加者のプ
ロフィールシートの中から興味を持った大人を
選び、３回の対話を行いました。
　今回は、介護・看護職の方にも参画いただき、

高島市の未来を担う人　　   育成財 問市民協働課・定住推進室
　 （25）8526

　市民協働課では、地域で活躍する若者を育てる「高校生キャリアデザイン事業」を実施し
ています。この取り組みは、これからの人生設計（キャリアデザイン）を考えることを目的
に、県立高校と協働で授業の一環として実施しています。
　今回は、前回の安曇川高校での取り組み（９月号参照）に続き、高島高校生と行った

「Ｗｏｒｋ　Ｌｉｆｅ　Ｓｔｏｒｙ　Ｅｘｐｏ」のようすを紹介します。　

「Ｗｏｒｋ　Ｌｉｆｅ　Ｓｔｏｒｙ　Ｅｘｐｏ'18」（高島高校）を開催！

９月20日（木）

これから必要とされるスキルややりがい、高島
らしい休日の過ごし方などが話題となり、大変
盛り上がるグループも見受けられました。
　また、新聞記者をはじめ、たくさんの方が見
学に来られていました。

作業療法士
　橋本 一希さん

私は一度「こんな田舎から出た

い」と飛び出していきましたが、「この地域で子

供を育てたい」と思い戻ってきました。そんな

エピソードを話す中で「どんな生活してるの？」

などの質問があり、会話が弾み楽しかったです。

　こんなに大勢の高校生の中から「高島を担う

人」が出てくると思うと、ワクワクします！

　高島高等学校
　　１年５組　吉見 真緒さん　　
　今回話を聞いた中で、「人との

出会いを大切にする」という言葉が印象に残り

ました。私も出会いを大切にしながら職業を選

びたいです。

　いろいろな職業の人と話せて、質問もできた

ので、今自分がするべきことが分かりました。

　このような取り組みによって、生徒たちは実
践や経験から深く学ぶことができ、地域への理
解が進みます。
　また、多様な大人と出会い、人生の選択肢と

自分の選択軸を持つことによって、自己肯定感
が芽生えます。
　今後も、高校生が地域で活躍できる場を増や
し、市の未来を担う人を創る事業を進めていき
ます。

　この他にも新しく入った本がありますので、新着・
新刊案内は、各図書館での掲示、チラシやホームペー
ジをご覧いただくか各図書館へお気軽にお問い合わ
せください。
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